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　　　中川　雅之

■新・住宅セーフティネット制度の運用―そのねらい・特徴と自治体の役割、事例
□新制度と自治体住宅・福祉施策―自治体住宅施策と医療・介護・福祉施策の連携・協働
■[ふるさとの会(台東区)]空き家活用の生活困窮者支援と社会的不動産事業のビジネス化
□[東京・杉並区]居住支援協議会の住まいあっせん・入居支援事業の実施体制と成果

新しい住宅セーフティネットのねらいと自治体の役割

新しい住宅セーフティネット制度と社会保障
～地方における住宅施策と医療介護福祉施策の連携協働～

１．住宅セーフティネットをめぐる新しい環境
２．新しい住宅セーフティネット制度の概要
３．新しい住宅セーフティネット制度のねらいと特徴

〔東京・杉並区〕居住支援協議会での連携による入居支援・住まい確保への取り組み
１．居住支援協議会設置までの経緯と協議会の活動内容等の概要
２．高齢者等アパートあっせん・入居支援事業の内容、実施体制・実績
３．協議会事業を実施する場合の区との連携方針
４．協議会運営に伴う今後の課題

　    　　　　高橋　紘士

　　　                明禮　輝人

―急増する空き家(空き室)の活用と居住支援・住まいの確保

～住宅確保要配慮者への住宅供給と住宅・福祉施策の連携推進、ビジネス化～

４．自治体に期待される役割
５．先進事例の紹介

＜滝脇 憲氏プロフィール＞
2002年東京外語大大学院修了。精神保健福祉士。2002年NPO法人自立支援センターふるさとの会に入職。2008年に理事に就任し、現在、東京都新宿区にある「都市型軽費老人
ホームルミエールふるさと」施設長。その他、居住支援全国ネットワーク理事、東京都「福祉先進都市・東京の実現に向けた地域包括ケアシステムのあり方検討会議」委員、厚生
労働省「生活保護受給者の宿泊施設及び生活支援のあり方に関する意見交換会」参加者等。

＜中川雅之氏プロフィール＞
京都大学経済学部卒業後、建設省入省。大阪大学社会経済研究所助教授、国土交通省都市開発融資推進官などを経て、2004年から日本大学経済学部教授。
経済学博士(大阪大学)。専門は都市経済学。現職の他、国土交通省の社会資本整備審議会「新たな住宅セーフティネット検討小委員会」委員長代理、「安心居住政策研究会」座長
などを務める。主な著書に「都市住宅政策の経済分析」(日本評論社、2003年)等。

　　　　　　　　　  滝脇　憲

＜高橋紘士氏プロフィール＞
特殊法人社会保障研究所研究員、法政大学教授、立教大学教授、国際医療福祉大学大学院教授等を経て現職。全国社会福祉協議会研究情報センター所長、社会福祉医療事業
団（現福祉医療機構）理事、（社）日本社会福祉士会理事等を歴任。現職の他、（一社）高齢者住宅推進機構理事、日本福祉介護情報学会代表理事。政策評価に関する有識者会議
座長（厚生労働省）等、国・東京都等地方公共団体で検討会、審議会等の委員長等を務める。

空き家を活用した生活困窮者支援の取組み　
１．住宅確保要配慮者のニーズ
２．ふるさとの会の社会的不動産事業
３．普及に向けた取組み
４．居住支援全国ネットワーク

１．社会保障としての住宅施策
２．低額所得者と低所得者
３．施設と住宅
４．ケアインプレイスの条件

５．コミュニティケアと住まい
６．持ち家と賃貸住宅
７．老いの場としてのすまい～居住支援の意義～
８．基礎自治体レベルでの住宅施策と福祉施策の連携



（編著）

空き家まちづくり
の方策を探る―

老朽危険家屋の
解体 ・撤去―

□  [執筆]
 空き家問題のフロントランナー


